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要旨 かつての子どもの「居場所」であった駄菓子屋や路地裏、そこはかつて子どもが「遊

ぶ」という第一の目的を達成する場であると共に、それに付随するように、子どもが地域

のオジサン・オバサンまたは地域のアニキ・アネキと多様な社会的関係を、いわば“ナナ

メの関係”を結べる場でもあった。しかし、近年の日本における都市化・過疎化による子

どもの成育環境の変化、および少子化の流れの中で、子どもが“ナナメの関係”を繋いで

いけるような地域における「居場所」は崩壊してしまったといっていい。本論文では、ま

ず、子どもにとっての“ナナメの関係”とは一体何なのか、その実態を探るとともに、そ

こでの相互行為の結果、産出される社会的機能について（主には＜社会化＞について）、

商店街の中で子どもの日常的な遊び場・居場所を提供する「きんしゃいきゃんぱす」の事

例から明らかにする。その上で、さらにそうした社会的機能が最終的に子どもの「居場所」

の獲得・形成にどのような影響を及ぼしているかについて考察することによって、“ナナ

メの関係”という新たな側面から、子どもの「居場所」つくりの意義について考察したい。 
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